
(4)第 71子 萱野小会館 コミセ ンだより 今
～
2年 II)]|:)キ 19月

HP香員会
7月 21日 、新任委員への業務説明会が行われた。

例年では新年度定例会の前に実施されるが、今年

はコロナ対策で管理運営委員全員が同時に集まれ

ず役員と新任委員による業務説明会となった。

今年度もまた6月 3日 、24日、7月 29

日の3回、午前 10時 か ら午後3時 まで

HP委員会を開催 し、当館の内容を詳
細にお知 らせするホームヘージの作

成、更新に関する意見交換、実務の学

習を行つた。ホームページでは当館に

関する最新の情報をきめ細かくお知ら

せしており、皆さんのご意見をお待ち

しています。

当館の前の細い坂道は、

バイク、自転車に乗車の

まま上下するとタイルが

傷み、また徒歩通行者 と

のすれ違いなどで非常に

危険です。バイク、自転車

ご利用の方は通行時の下

車励行をお願いします。
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役 員
委 員 長 多田信生
副委員長 平丼信夫、清野秀彦
総務部長 兼吉國夫  管理部長 永山則広
広報部長 寺坂吉正  事業部長 細井清―
会  計 竹内陽子
監  事 堂元康男、福山清
新任委員

松本 綾、北田靖代、城市優子、神田ひろみ、
西 晴美、高橋聖子、山本真己、河下佐知江、
吉岡悦子、垣内歌代子、後藤邦久、荻原盾城
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′撼

■■ 口■

4月 に談話室の壁紙、カー

テンの補修、廊 卜
‐
の傷み修理

を実施した。告さん気づいて

いただいただろうか。

また7月 に和室南側 10畳の

間に上敷きを敷いた。

築後何十年の当館は管理

部泣かせの傷みがあちこち

見られる。いつ建て替えの声

がかかるのだろうか ?
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6月 6、 7日 の2日 間、国の盛んな最

中低木剪定を実施。ベテランの職人

さんが丁寧に剪定。人の髪を整える

ように、遠くから眺めては近くに寄

って、気になる葉や枝を刈る。慌てず、

ゆっくり時間をかけて刈り上げる。

これか らの 臓
暑 くなる季節

に合わせて風

が通 りやす く

なる気がする。
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3月 以降当館では新型コロナウイルス感染の影

響を受けて以下のように行事イベント等の諸活

動を中止しましたので、改めてお知らせします。

また、今後も感染状況の変化により予定変更が

入 ります。よろしくご理解いただきますようお

願いします。

・ 4月 4日 から5月 31日 閉館。6月 1日 開館。

・ 第34期管理運営委員会総会中止、書面総会で代行。

・ サークル懇談会中止。

・ 管理運営委員会定例会中止 (役員会は5月以降再開)

・「そば打ち教室」(3月 、7月 )中止。

・「ファミリーダーツ」(6月 、10月 )中止。

・「子ども夏祭り」(9月 )中止。

・ 管理運営委員研修バス旅行 (10月 )中止

・「コミセン・フェスタ」(11月 )中止。

・「新春カラオケ大会」(令和3年 1月 )中止
=

編 集 後 記
今年は、歴史に残る年である。世界中の隅々までが新型コロナウイルスによる感染症 |こ凌蕉され

てしまった。発生の声が上がって半年以上もたつのに勢いはまだやまない。世界の国々がその国力

に応じて抵抗しているがその成否はそれぞれであり、既に世界で約2000万 人、日本で約50000人 の

感染者数が数えられている。ワクチンができるまで、どのように抵抗していくか。人から感染されることを恐れるよりもノ、|こ感染

することを恐れる生活、行動が人事ではないだろうか。感染ルー トがそれなりに確かめられつつある。そのルート|こ |ま近づかない

ことが人事。それに,‐
i式行錯 il呉ではあるが治療方法も重篤化を避ける方向が示されている。若い人にも高齢者にも、この強敵と戦う

道が徐々に明らかにされつつある。人々が一緒に助け合うことが求められている。頑張りましょう。        (編 集担当)

当館前坂道、安全通行のお願い

低庶剪定

業務説1日会


